








要約 HTLV-1 保有者(献血者、ATL 及び HAM 患者)血清の抗体と最も高頻度に反応する合成

ペプチドは p19 蛋白の C末端 30 アミノ酸残基と gp46 蛋白の 175から 199 に対応する領域

のものである。この2種の合成ペプチドを抗原とした EIA で抗 HTLV-1 抗体検査を行うと、

その感度及び特異性は IF のそれと極めて近く、判定結果はほぼ一致した。更に、この 2

種のペプチドと HTLV-11 蛋白上のそれらに対応するペプチドを抗原として用いれば、

HTLV-1 及び HTLV-11 感染の血清学的診断が可能である。メキシコで採取した PA 陽性 1F 陽

性血清 7検体を本法にて、4検体は HTLV-1 感染、他の3検体は HTLV-11 感染血清と明確に

区別し得た。本法を用いた PA 陽性 1F 陽性日本人献血者血清 186 の抗体検査では全て抗

HTLV-1 抗体陽性で、抗 HTLV-11 抗体のみ陽性の検体は無かった。 


